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事業概要 「自然学校」という手法を用いて、「教育」「地域づくり」「観光」「環境」に関する様々な事業を展開。人口数千人の小さ
な町で生まれた活動だが、企業・学校・行政・市民等、多様な主体との連携を実現させている。また、こうした取組を支
える人材育成にも力を注ぎ、全国各地でノウハウを公開。多くの人材を輩出している。
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環境省ローカルSDGs
を通じて、実現したい
社会像

全ての生命の基盤となる「自然」、そして私たち「人」、それらから構成される「地域」が共に支え合いながら自立しつ
つ、それぞれの地域間で、緩やか且つ適度なつながりが育まれることで、しなやかさが生まれている社会。
そのために、（1）誰もが自然・地域の一員であることを自覚し、行動に移すことができるような教育活動、（2）地域の

生物多様性が、維持・回復に向かうような環境対策、（3）地域で多様な生業が成り立ち、定住・交流人口が増え、文化
が価値あるものとして継承されているような経済社会活動、が実現できている社会を目指したい。
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ローカルSDGsの実現
に貢献できるソリュー
ション

分野 観光ビジネス／その他（環境教育）

①教育旅行プログラム

年平均約220校の小中高校生を対象に自然体験プログラムを実施。年平均参加者数は約2万5千人。教育旅行プロ
グラムに限定しても、創設以来、数十万人を対象に実施した計算になる。教科に無い「環境教育」「森林教育」を学校
教育の仕組みに組み込む一例であり、そのノウハウは各地に共有されている。

②企業の環境活動・社員研修支援

環境分野の実践者として、年間数社の企業の環境活動を支援。また、豊かな自然を会場にした社員研修を望む企業
を迎え入れ、コミュニケーション、リーダーシップ、リフレッシュ等をテーマにした各種研修プログラムを提供。運営ノウ
ハウは組織内に蓄積されており、そのエッセンスの水平展開が可能。

③行政セクター・公立学校とのコラボレーション

民間ではカバーし切れない事業については行政セクター（国・都道府県・市町村）との連携で対応。公共サービスの担
い手として「実績」と「専門性」を活かしている。全国での事例多数。環境・地域振興・教育等の分野で役割を担う。近
年では、静岡県富士宮市、高知県大川村、沖縄県うるま市、福島県郡山市、兵庫県神戸市などとの連携がある。

④里山再生事業

農業（無農薬・化学肥料不使用）、人工林整備、放置竹林整備、鳥獣害対策、在来野菜の調査・保全など、地域の里
山再生につながる小さな活動を幅広く実施。2018年3月には地元自治体等と連携して、富士山麓に野生鳥獣の解体
施設がオープン。「ジビエ」の分野から増えすぎたニホンジカの個体数管理の一端を担う試みをスタートさせた。農山
村の課題を地域コミュニティや地域ビジネスで解決に導くための小さな取組を続けておりそのノウハウを提供すること
は可能。

⑤人材育成

上記分野の草分け的存在として、自然体験、エコツーリズム、環境教育等に「指導者」や「企画者」として携わる人材
の育成を20年以上継続。輩出した人材は国内外で広く活躍している。自前の人材育成事業のみならず、企業や行政、
教育委員会、観光協会等との連携事例も多い。

URL https://wens.gr.jp/

上記ソリューションを
提供できる地域につ
いて

全国

https://wens.gr.jp/
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自者の特徴 他事例から抽出した一般論のみならず、約40年にわたり、地域の里山で自ら愚直に実践を積み重ねてきた歩みから
見えるリアルを共有しながら、観光や環境教育の推進、それらを軸にした地域循環共生圏づくりへのアドバイスが可
能です。

SDGs経営に向けた自
者の課題や悩み

コロナウイルスの影響がある中、安定的な資金確保を継続させることが課題です。
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